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大学ニュース 花園大学で行った行事やイベントなどを中心とした新しい情報を紹介します。

学長のご挨拶

　夕暮れといってもまだ明るく半袖の学生たちが学内を歩いている9月30日（木）の18：00、本学教堂ホールにて、2021年度前期学位記授与
式が感染症対策を徹底して挙行されました。
　卒業生は学部生15名と大学院生3名。磯田文雄学長から一人ひとりに学位記が手渡されま
した。学長式辞では「花園大学で学んだ学生たちには、将来、どの場所で生活しても、その場
所を大切にしていただきたい」と述べられました。引き続き、山本清文文学部長、小海宏之社
会福祉学部長が巣立つ卒業生に向けての言葉を贈られました。
　式終了後、卒業生は出席の栗原正雄最高顧問と学長をはじめとする執行部の先生方を囲ん
で、記念撮影をしました。

令和４（2022）年、おかげさまで花園大学は創立150周年を迎えます。新校舎「楽道館」建設、「人工芝グランド」

完成に続き、新校舎「新返照館」の建設が急ピッチで進んでおります。記念事業プロジェクトも続々進行中です。これ

もひとえに同窓会の皆様方の絶大なるご支援のたまものと深く感謝しております。

さて、令和3年度もコロナで始まり、コロナで終わりました。コロナウイルス感染症（COVID-19）の猛威の中で学

生たちの生活空間は著しく制限されました。学業、クラブ、交流など様々な活動が多くの制約の中で行われることとなりました。花園大学とし

ては、対面の交流の重要さを認識し、学生の希望や不安に寄り添いながら、徹底した感染対策を講じたうえで、対面を基本として教育研究活

動を展開しました。もちろん、大人数科目や一部の授業についてはオンデマンド授業で実施する場合もありました。

このように活動してきた令和3年度を振り返りますと、本年度も昨年度同様、学生から大学という空間が奪われた年でした。大学という空

間は学生にとって教育研究の場であるだけでなく、友に出会う場であり、友情と信頼を紡いでいく場であり、心の糧を育てていく場でもありま

す。つまり、大学は多様な環境の中で育った様々な文化を持った若者が出会う「広場」であり、古代ギリシャの都市国家ポリスにおける重要な

公共空間「アゴラ」であり、生まれたばかりの新しい知恵や友情をはぐくむ「インキュベーター（培養器）」であるのです。花園大学がコロナウ

イルス感染症の中で学生に対して「広場」としての機能を十分提供できたかと考えると、内心忸怩たる思いです。

次に、学生が他の大学ではなく花園大学に学ぶことにどのような意味があるのでしょうか。本学の建学の精神は「禅的仏教精神による人格

の陶冶」です。仏教に思想的基盤を持つ大学です。

政治学者の佐々木毅先生が論じているように、「アイデアは現実的な結果を伴う」という基本的な発想があります。思想やアイデアが現実

と無関係に並存するのではなく、むしろ、それを変形させたり、変えたりする効果を持ちうるという認識です。

20世紀には、その世紀を支えた思想があり哲学がありました。しかし、21世紀に人類の歴史が進み20年余が経ちましたが、21世紀を切り

拓く新しい思想や哲学は未だ見えません。21世紀が混迷の世紀になっているのも21世紀を創造する思想・哲学が誕生していないからです。

そのような21世紀をリードし現在の人類の在り方を変える思想はどこから生まれるのでしょうか。ギリシャ哲学、西洋哲学、アメリカのプラ

グマティズムを経て、人類は東洋の仏教学にその新たな世紀を創造する力を見出すのではないかと考えています。そう考えると、21世紀を

リードする思想である仏教学の基礎に触れることのできる花園大学の学生は、21世紀を豊かに生きていけるのではないかと信じています。

学長　磯 田  文 雄
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前期学位記授与式前期学位記授与式 総務課

学生の視野、興味の幅を広げる就職支援
　新型コロナウイルス感染症の拡大が続く中、学生を取り巻く就職活動状況は、インターンシップを含めた説明会や面接のオンライン開催が
一般化するなど、ここ数年で大きく変化しています。11月に開催した『就職ガイダンス』は、対面とオンデマンド動画配信を併用する形で実施
しました。しかし、2022年に入ると一気に感染状況が悪化の一途をたどり、対面でのイベント開催を断念せざるを得なくなりました。当初、
対面での開催を予定していた2月開催の『就活準備講座』（就活の流れやマナー、履歴書の書き方、求人票の見方、学外サポート機関の活用説
明、業界研究など）、３月開催の『就職説明会』もオンラインとオンデマンド動画配信を併用して実施することとなりました。
　『就職説明会』は、従来の短期集中・大規模型から、１日６～８団体に厳選した参加企業・団体が
リレー方式で説明をおこなうスタイルに変更、今年は計６日間実施しました。すべての参加企業・団
体の説明を聞くことにより、「知らない」から「知る」へ、学生の興味の幅、視野を広げる場を創出す
る新たな取り組みです。
　就職課の基本姿勢である「学生一人ひとりに寄り添い、学生本人が納得できる進路を探す支援」
をするため、花園大学就職課は、刻々と変化する状況に合わせた支援を日々考え、実行するように
心がけています。

就職の状況報告就職の状況報告

　後期授業が始まる直前の９月１7日（金）、大学摂心を開催しました。例年は２日間行われる
のですが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため学内で午前中のみの開催となりました。ま
た、県をまたぐ移動制限も要請されていたため鎌倉円覚寺の横田南嶺総長の参加も叶いませ
んでした。総長のお話を拝聴できず残念でした。
　参加者は学生、教職員あわせて１３名と少なかったのですが、客員教授である寶積玄承老師
の指導のもと例年以上しっかりと坐っていました。摂心終了後は、精進のお弁当を昼食として
食べてもらいました。

大学摂心大学摂心

バラエティに富んだユニークな講座を動画配信
　2021年度後期も、新型コロナウイルス感染症拡大のため、YouTubeチャンネル《BASE花ここ》に情報発信の軸を置き、「京都
学講座」「地域連携講座《まなび庵》」「Web Live京町家でまなび庵」など、地域の学びの拠点となる花園大学の知的財産を存
分に活かした講座を動画で配信しています。 ※地域連携教育センターYouTubeチャンネル《BASE花ここ》はこちらからご覧いただけます。

地域に飛び出して活躍する学生たち
　また、このコロナ禍の中でも、茶道部和敬會による「親子点茶体験と呈茶サービスプロジェク
ト」や文学部日本文学科現代文化ゼミによる「みんなで編み物企画」など地域と連携した学生の取
り組みや、京都市右京区制90周年新春のつどいオープニングセレモニーを飾る書道パフォーマン
ス、子ども向け防災リーフレット制作、右京区選挙サポーター活動、さらに学生による
YouTube動画制作、コミュニティラジオ番組制作及び出演など、学生が地域に飛び出
して活躍する場も増えてきました。

地域連携教育センター地域連携教育センター

　2021年度の人権週間は、対面＋オンラインという形式で、12月6日から9日まで開催いたしました。
　前夜祭は映画「星に語りて～Starry Sky～」の上映、続いて作家・活動家の雨宮処凛さんと本学吉永純教授による対談「貧困パンデミックと女
性、若者の未来」、ローカル・アクティビストの小松理虔さんによる「10年目の福島 共事者と生きる」、元伊丹市役所職員の藤井裕行さんによる
「コロナ禍で見えてきた日本手話の相克と共生の歴史～耳の聞こえる人たちの手話・耳の聞こえない人たちの手話～」の3本の講演会を開催しました。
　雨宮さんからは、コロナ禍における女性・若者の貧困問題について、悲痛な叫びを聞きました。そのように過酷な状況があるにも関わらず、
「経営者マインド」の人が多いのはなぜか、世にはびこる自己責任論の厄介さを知りました。小松さんは、
震災から10年を経た福島からお越しいただきましたが、ご自身の経歴や福島の紹介など以外なところか
らお話が始まり、最後には「当事者でなければ語れないのか」という疑問から、共事者として関心をもち
関わることの大切さを伺いました。藤井さんはご自身で手話通訳をされながらの講演で、手話の歴史に
ついて、詳しく教えていただきました。学生からは、初めて聞く手話の歴史に、知ることができてよかった
という声もあり、改めて「知ることから」の大切さを思いました。
　感染拡大の合間、絶妙なタイミングでの開催でしたが、講師の方にお越しいただきお話を伺えたこと、
本当に貴重な時間となりました。ここに感謝申し上げます。

第35回花園大学人権週間報告第35回花園大学人権週間報告

じくじ

  創立150周年記念大学キャンパス整備事業に対する助成金贈呈式を行いました。贈呈式では、同
窓会副会長の箕輪良孝様から花園学園理事長の野口善敬様へ助成金を贈呈。野口理事長から建
学の精神に基づいて在学生たちの教育環境の整備に活用したいとお礼を述べられました。

右京区制90周年新春のつどいオープニングセレモニー
での書道パフォーマンス

※各種学生の活躍については、地域連携教育センターのホーム
　ページにアップしています。ぜひ、チェックしてみてください。

「創立150周年記念大学キャンパス整備事業」助成金贈呈式
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廣瀬順子選手・丹治先生の対談

リオに続き2度目のパラリンピックとなった東京大会、
夫婦揃っての出場を果たした廣瀬順子さん（本学卒業生）が
花園大学生に向けて力強いメッセージをくれました。

◆丹治　廣瀬さん、ようこそ花園大学へ。そして、おかえりなさい。

◆廣瀬　ありがとうございます。

◆丹治　前回、5年前にお会いしたときはご主人の悠さん（東京パ
ラリンピック柔道90㎏級日本代表）もご一緒で、夫婦の馴れ初め
などお話ししてもらいましたね。今回は東京パラリンピックの話や
大学時代の話などをお聞きしようかなと思っています。本当に今
年は大変だったと思います。東京パラリンピックが1年の延期、
無観客での開催でしたよね。通常の大会とは全然違った雰囲気で
苦労などあったのではないかと思います。改めて今回の雰囲気は
どうだったのか、苦労された点や感想などを聞けたらなと思うの
ですが、いかがでしょうか。

◆廣瀬　柔道という競技はコンタクトスポーツなので、新型コロナ
ウイルス感染症が流行してから練習環境を確保することが難しく
なりました。練習が十分にできないこともあり、不安を抱えたまま
東京パラリンピックを迎えましたが、コロナ禍の開催について賛
否両論ある中、選手村に入ると大会ボランティアの皆さんがすごく
温かく笑顔で迎えてくださり、「不安」から「楽しい」という気持ち
に変わりました。前回大会（リオパラリンピック）は、現地の選手
が出てくると会場が揺れるぐらいの声援がありましたが、今回は無
観客だったので会場の盛り上がりを感じられなかったのは少し残
念だと思いました。観客の方の声援が競っているときの最後の力
になるので。でもパラリンピック以外の国際大会は観客が少ない
ので、あまり雰囲気が変わらなかったという点では緊張感も少なく、
リラックスした状態で試合に臨めたと思います。

◆丹治　コロナが流行する前とは全く違った雰囲気で大会に臨ま
れたのですね。廣瀬さんが言われたように柔道は相手と接近して
行う競技なので、距離を取って練習するのは難しいですよね。その
点、廣瀬さんはご夫婦で練習されていて、メリットがたくさんある
と思うのですが、逆に身近過ぎてちょっと困ったりすることはない
のでしょうか。たとえば夫婦喧嘩をしたときはどうするのですか。

◆廣瀬　夫婦喧嘩をしても柔道に持ち込まないようにしています。
家事は旦那さんの方が得意なので、家事のことで私が至らないと
こが溜まりに溜まって1年に1回ぐらい怒られて喧嘩になります。

◆丹治　家庭でいろいろあっても職場に行って仕事はできるんで
すけど、お2人はいつも一緒じゃないですか。練習のときは気持ち
を切り替えてできるということでしょうか。

◆廣瀬　そうですね。基本的に喧嘩をしても15分ぐらい経ったら
仲直りしています。競技の面では一緒にいて辛いと感じたことが無
く、「楽しい」とか「安心感がある」という気持ちの方が強いです。
とくにコロナが流行してからは柔道場に行けなかったので、家で柔
道着を着て、フローリングで打ち込みしてみたり、庭でトレーニン
グをしてみたり、そういうことも2人だったから楽しくできたと思い
ます。

◆丹治　無観客であっても本番はとても緊張すると思うのですが、
どういうふうにリラクセーションするのか、大舞台に立たれた経験
からぜひ対策を聞きたいと思います。

◆廣瀬　私は試合前、すごく緊張して眠たくなってしまうんです。
以前、スポーツ心理の先生にお話をしたら、「興奮しすぎたのを抑
えるために眠たくなっているので、顔を叩いたり、体を動かして緊
張とリラックスの丁度いい状態に持っていったらいい」と言われた
ので、試合前は眠けを無くすために顔や体を叩いて、普段とは違う
試合モードに持っていきます。東京パラリンピックでは、試合前に
自分が負けてしまうイメージが頭に浮かんでマイナスの気持ちにな
りかけたので、カメラに撮られていないとき、バレないように好き
な歌を口ずさんで楽しい気持ちに変えてました。

◆丹治　なるほど、とても納得しました。緊張と緩和はセットに
なっているため、体が自然にそういった反応をしてしまう。そのバ
ランスをとることが大事ということですよね。当然、試合のときは
集中しなくてはいけない、けど、その前にどこまで自分が平常心を
保っていられるかがすごく重要だと思うんです。廣瀬さんの場合、

心理学を学生時代に勉強されて、どんな思い出があるのか、花園
大学生時代のエピソードをいくつか聞かせてください。

◆廣瀬　そうですね。私は臨床心理学科に入学したのですが、こ
の学科が一番取れる資格が多くて、当時、その資格すべてに興味が
あったので、それがきっかけで臨床心理学科に入学しました。途中、
福祉にも興味が湧いて、社会福祉学科のコマを中心に授業を受け
ていました。

◆丹治　特別支援の授業を受けたり、福祉の資格を取ろうといろ
いろ勉強されてたというのを聞きました。柔道の練習ももちろん
されてきたわけですよね。

◆廣瀬　大学入学当初は、高校までの部活動がすごくしんどかっ
たので、あえて柔道部の無い花園大学に入学したんですけど、途中
からやっぱり一生懸命になれるものが欲しいなと思って、3回生頃
に視覚障害者柔道を始めました。ただ、花園大学には柔道部が無
いため、練習できる場所がなかなか見つからなくて、近くのスポー
ツクラブでトレーニングをして、月に1回ぐらい東京で行われる合
宿に参加していました。

◆丹治　東京と京都を往復しながら、大学生活と柔道を両立され
ていて、大変ではなかったですか。

◆廣瀬　当時はまだパラリンピックを目指したいとそこまで思っ
ていなくて、とにかくもう一度柔道ができて楽しかったです。本当
に大学生活と柔道で充実した日々を送っていました。

◆丹治　高校生時代に練習三昧の日々を過ごしてきたからその
ペースを保ってこれたのかなと思うのですが、プライベートも勉強
も柔道もうまくバランスがとれていたということですね。

◆廣瀬　私はトライアングルというボランティアサークルに入って
いたのですが、授業中に見えにくいとこがあればサークルのみんな
がサポートしてくれたので、苦労することなく、楽しく学ぶことがで
きました。実は柔道も花園大学の職員の方から他大学に連絡を
取ってもらって、練習に参加させてもらえないか問い合わせていた
だいたこともあります。本当にたくさんの方に支えてもらって、楽
しく過ごすことができました。

◆丹治　廣瀬さん自身のこれからの活動の計画や想い・決意・方
向性を聞かせていただけますか。

◆廣瀬　もともとは東京パラリンピックが終わったら競技を引退
しようと考えていました。しかし、3位決定戦で負けてしまったこと
がすごく悔しくて、柔道を続けたい気持ちが強くなったので…よく
「パリを目指すんですか」と聞かれるんですけど、「パリを目指しま
す」というよりは、「柔道がしたい」という気持ちがある間は真剣
に練習に取り組み、目の前にある一つひとつの試合や大会を頑
張って、それが結果的にパリへの出場に繋がればいいのかなって
思っています。あとは、やっぱり病気をしたりして、人生何がいつ起

こるかわからない経験をしたので、毎日の自分の気持ちに正直に、
自分がその時したいことを一番大切にこれから過ごしていけたら
いいなと思います。

◆丹治　先ほども言われたように、柔道が嫌になった時期もあった
んですよね。でも旦那さんとの出会いも含めて、楽しむことを学ばれ
て、思いっきり自分の人生を送りたいと思われているというのをす
ごく感じました。それがこれからの目標や方向性であるということ
ですね。

◆廣瀬　そうですね、やっぱり柔道も私生活も両方大事にした
いって気持ちがあるので、後悔が無いように過ごしていきたいなと
思っております。

◆丹治　廣瀬さんのことをネットで検索したら、動画などいっぱい
出てきました。みなさんも映像を通して、どんな練習をされているか、
どんなご飯を食べられているかなどを調べることができます。映像
を見る限り、廣瀬さんの本当に前向きな姿勢や素直な気持ち、生き
方が伝わってきて、我々にとっても大きな力になるように思います。
今日はお忙しい中お越しいただき、本当にありがとうございました。

◆廣瀬　ありがとうございました。

東京2020パラリンピックで5位に入賞された
廣瀬順子さんに同窓会から同窓会特別賞とし
てお祝い金を贈呈！

同窓会特別賞
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『新・初めての社会保障論』
古橋  エツ子（名誉教授） 編

　わが国の社会保障・社会福祉制度を、定義・理念、歴史的背景・経緯、今後の課題について、
初学者むけにわかりやすく解説。社会福祉士・精神保健福祉士などの国家試験にも対応できる
よう配慮。好評の書を2018年以降の法改正・動向を踏まえ改訂。

『介護現場をイキイキさせるマネジメント術』
著者：柴垣  竹生（1990年大学専攻科国文学専攻修了）

　「今日も多くの介護現場では、人の動かし方も、人の育て方も、誰からも教わらないまま、管理
者たちが手探りでマネジメントの仕事を行っている。彼ら彼女らの多くは、やがて行き詰まる。
行き詰まって自分を責め、時には心を病み、辞めていく。管理者が辞めれば当然現場は動揺し、
混乱する。そのしわ寄せはすべて利用者と家族にいく。自責の念を込めていうが、長い間、介護
業界はこれを繰り返してきた。」
　そんな介護の現場のマネジメントで悩んでいる管理者に向けた、少しのコツで大きく変わるマ
ネジメントのポイントを、実際の事例をもとに分かりやすく解説。

『最澄と徳 一 仏教史上最大の対決』　
著者：師  茂樹（文学部教授）

　これは問答か、謗法(ほうぼう)か。平安時代初期、天台宗の最澄と法相宗の徳一が交わした批判
の応酬は、仏教史上まれにみる規模におよぶ。相容れない立場の2人が、5年間にわたる濃密な対話
を続けたのはなぜだったのか。彼らは何をどのように語り合ったのか。「真理」を求める論争を解き
ほぐして描く、仏教史の新たな見取り図。

本学関係者  書 籍 案 内

　2020年度は新型コロナウイルスの影響でリーグ戦が中止となり、交流戦形式
での消化試合となりましたが、2021年度は無事にリーグ戦が行われ、総合4位と
いう結果でシーズンを終了しました。けが人が出れば試合を行えないかもしれな
いギリギリの部員数のため不安もありましたが、リーグ戦が始まると選手たちは
諦めないディフェンスで守り切り、留学生の突破から得点を重ね、1次リーグを4勝
1敗の2位で通過し上位トーナメントに進出することができました。上位トーナメン
トでは残念ながら惜敗しましたが、4回生の勝利への執念に下級生が追尾しチームが一丸となり得たシーズンでした。
　2022年度も新型コロナウイルスの影響により練習環境など不安もありますが、一つでも多くの勝利を目指して頑張ります。

ラグビー部

　

　剣道部では、男女共に全日本学生剣道優勝大会への出場という大きな目標を
掲げ、真剣に日々の練習に取り組んでいます。京都府出身の学生はもちろん、他府
県出身の学生もたくさん入部しております。部員一人ひとりが着実に実力をつけ、
その結果、女子は京滋学生剣道新人大会において団体優勝、個人戦も準優勝。ま
た関西女子学生剣道選手権大会においても個人第３位、関西代表選手として全
日本女子学生剣道選手権大会に出場という成績を収めました。
私たちは目標の一つとして、剣道において大切な「心・技・体」の一致を心がけ、日頃の練習に励んでいます。トレーニング方法も大き
く進展し、基礎体力の向上に余念がありません。剣道の魅力は、体の大きさとは関係なく、一瞬で、それも美しく勝負が決まることにあ
ります。その一瞬のために、日々練習を積み重ねています。

剣道部

　
　
　

　今年で創部31年目を迎えた花園大学新体操部は、2021年度も皆様のご支援
のおかげで無事に活動を行うことができました。今年度の全日本学生新体操選
手権大会では女子個人1名出場、女子団体では総合8位と昨年より順位を1つ上る
ことができました。男子団体では全日本学生新体操選手権で4位となり課題を見
つけるとともに、来年度はさらに飛躍の1年となるよう日々練習に励んでいます。
　今年度もコロナウイルス感染症が猛威を振るいましたが、教職員の皆様のご協
力のもと試合前には大学で学内演技会を開催させていただき素晴らしい環境の中で試合を想定した練習をさせて頂きました。また昨
年はできなかった定期発表会も開催させていただき、初の試みとしてYouTubeライブも行いました。100名を超える方がリアルタイム
で視聴して下さり、充実した発表会となりました。今年度ここまで充実できたのも卒業生をはじめ、教職員の皆様、花園大学新体操部
を常日頃応援して下さっている皆様のおかげです。
　また、対面での試合や発表会が有観客で開催される日まで部員一同精進してまいりますので今後ともご支援のほどよろしくお願い
申し上げます。

新体操部

　
　

　硬式野球部は2021（令和3）年4月から長年京
都の高校野球界で指導者として活躍した奥本保
昭氏をヘッドコーチに迎え、東監督との2名体制
で指導を受け選手37名、スタッフ3名で活動して
います。
　春季リーグ戦は、昨年に引き続き新型コロナウイルスの影響を受けました。リーグ途中で緊急事態宣言となりグラウンドの使用不可、
途中での休戦など想像できない事態が起こりました。幸いリーグ戦は再開され、結果は4位でした。
　当たり前に行われてきたリーグ戦が出来なくなったことで落胆もしましたが、逆に野球ができることへの感謝やコロナ感染対策をし
ながら工夫して練習することで、モチベーションアップにつなげています。
　秋季リーグ戦は、3戦目は行わず2戦で勝ち点制と変更になりました。5勝4敗1分で3位でした。順位は上がったものの課題が見つか
り次年度はそれを修正していきます。
　8月に予定していた2022（令和4）年度新入生向けセレクションをコロナの影響から9月学内説明会へ変更、12月25日に合格者説明
会を開催し、4月には41名が入部予定です。硬式野球部が推薦する寮の契約も進みました。
　今年は学園創立150周年を迎えます。現在学内、京北グラウンドともに整備が進んでいます。新メンバーを迎え大所帯の硬式野球部
となりますが、これまで以上に野球のみならず、勉強、礼儀にも力を入れリーグ優勝を目標に精進して参ります。皆様の応援をよろしく
お願い致します。

硬式野球部

　

　
　
　

部 活 紹 介

　2020年8月花園大学OB展に続き、花園大学で書に関わってきた人達（現在校生・教授陣含む）によるオール花園大学書道
展開催の準備を進めています。

　世話人・事務局より2月初旬に出品依頼の連絡が届いていると思いますが、個人情報保護により、平成15年以降の卒業生名
簿がない為、全員への連絡がとれていません。
　出品依頼の連絡が届いていない人や出品希望者は、
　下記メールアドレスまで、ご連絡ください。
　　　　  

メール：hanazono-shoten@goohouse.ne.jp

岡田　美津子　

時期：2022年8月26日～28日　　場所：京都文化博物館6階ギャラリー全室（京都市中京区三条高倉）

1976年 文学部 国文学科卒業
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